HITACHI 


日立 bbeb 沸とうジャーポット 

取扱説明書 

く イ呆 言 正®た f > »表紙についていまず 


家庭用 


JP-W42F お 

(容量 4.2 し) 

JP-W32F お 

(容量 3.2 し) 

JP-W24F お 

(容量 2.4 L ) 


•この取扱説明醫をよくお読みにな D 、 压し 
くご巧巧ください。 

•お読みになったあとはご相談窓□一寶表と 
ともに大切に保存してください。 
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ま全のため必ずお守りください 


にースし、フー この取扱説明香および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいた 
J ^ ^だき、あなたや他の人々への恒害や財産への損害を未然に防止するために、 

いろいろな給表示をしています。その表をと意陈は次のよ5になっていま 
す。巧容をよく理解してか5本文をお読み<ださい。 


A 巧この表示を無視しで*誤った巧扱 
いをずると、人び巧 t ： または*傷 
ををラ可能推び想 I 定される巧容を 
示していまず。 

A 牛さこの表示を無視して、誤った®扱 
いをずると、人が«害を貸ラ可能 
性び巧をされる巧容およびお的巧 
含のみの発生び想!定される巧容を 
示していまず。 


絵表示の例 

A この記号はま應（危険•醫告を含む）をなず巧容があ 
/!\ることを告げるちのでず。因のややぶ巧に窝体的な 
• 一一 • 注ち巧容び檢かれています。 

A この記号は禁止の巧為であることを告げるをのでず。 
一 図の中や巧巧に真体のな舜止巧留び描かれでいまず。 

© この記号は巧為を強制したり指をずる内容を告げる 
をのでず。 

図の中や近傍に異化のな指示巧容び箱かれていまず。 


A 警告 

K 造はしない 

修理巧術者 W かの人は、お巧に分解したり 
修理をしない ^ 

火が•感里-けがの原因 \JsJ 

修理はお買い上げの販売店または日な蒙華 
品のお客様ご相談窓□にご相談ください 

水につけたり、かをかけたりしない^ 

感霉-ショート-発火の原面 

蒸気□をふさんなどでふをびない ^ 

湯びなをこぼれでやけどの原因 

満水目盛り料上の水を入れない ^ 

焉びみきこぼれてやけどの原因 

子供だけで使用をせたり、幼おの手の届く 
ところで使用しない ^ 

感軍-やけど-けがの原因 '〇/ 

傾けたり、ゆずったり、ふたを持って 
巧動したりしない 

漏び流れ出てやけどの原因 

定巧 15 A な上のコンセントを単独で使用する 
他の器員と併用すると、分岐コンセント部 
の異常発熱による発火の原 a 

交流10 0 V むがの坦源は使用しないべ^ 

感逗- lA ; がの原因 

コードやプラグび傷んでいたり、コンセント 
の差し込みびゆるいとさは使巧しない^ 

感巧•ショート-発火の最因 \jy 

プラグの巧や巧の取り巧け部分にほ ^ 
こりび付着している場含はよく巧く A 
乂がの原因 巧 

コードを傷つけたり、無理に巧げたり、弓1っ盛 
ったり、ねじったり、たばねたり、高温部に近 
づけたり、重いちのをのせた0 、 はさみをんだ 
り、加工したりしない ^ 

コードび破損し、感霉-火災の原因 

マグネットプラグ(磁石式)の先端に へ 
ピン等盏属片やゴミを巧着させない{\) 

感電 * ショート-発火の原因 

マグネジトプラグをなめさせない ^ 

感電，けびの原因 

军し幼愿び誤ってなゆないよラに注意して < ださい 

ポットを粒倒さはない ^ 

湯び流れ出てやけどの原因 

めれた手でプラグ•マグネットプラグ — 

の抜を差しをしない ») 

感電やけがの原因 分 

ふたを巧いぶ< 閉めない 

湯がふきこぼれてやけどの原西 


A 警告 

プラグはコンセンの奥までしっかり差 し む 

感霉- ショート•発煙，発火の原因 

みたを付けたまま残り讚等を捨てない 
ふたががれたとさにお湯等がかかって ( C \ 

やけどの原因 

ふたを確実に閱ゆる 

倒れたときにお湯が流れ过てやけどの原因 

氷を入れて保冷用に權わない ^ 

結露が生じ、感電，故障の原固 

水 1 U がのものを沸かさない 
お茶げイーバジグを含む)、牛乳、酒等は、{\; 
沸き上びるときに蚁を出してやけどの原因 一 
また水管がつまったり、巧容器のこげがを 
や腐貸、フッ粟樹脂びはがれる原因 

蒸気口に手をふれたりしない 

ゃけどの原 0 鹿 

賴こ乳幼妃にはふれさせないようご注意 1 夕 i ! リ 
<ださい 


A 注意 

プラグを抜くときは、コードを持たず 
に必ずプラグ部分を持って引き抜く U 

感霉 * シ3-卜，発火の願 

使用時 m がは、プラグをコンセントか!5抜く 

絕縁劣化による感お-漏涅による火災- ^ 
やけど*けびの原因 ^ 

不巧定な場所や熱に弱い敷物の上で^ 
は使用しない ( V ) 

やけどや火災の原因 

ふたを開けるときに出る蒸気にふれなし\ 

钟ブどの臟 

湯沸かし中は湯を注がない ^ 

類が飛び散0、作けどの原因 vV 

出嶺中に本体を回さない 
お湯び飛び散0やけどの原因 

使用中や使用をしば!5 くは高溫細こ x 5 nN 
触れない 

やけどの原因 

本体を持ち蓬ぶとき、みた開閉レパー_ 
におれない (\3 

ふたび開いてけが ■ やけどの原因 

壁や家具の近くで使わない 

蒸気または熱で壁や家具を傷め (\) 

変色、変形の原因 

お手入れは冷えてか5巧なラ A 

賣温部に触れ、やけどの願 

專頃のコードセツトながは使用しない。また、コードセツトは他の緩器にお用しない A 

iK 障、発火の願 W 


お願い 


* 陽の当たる場所や、力ーテン•火気の近く •水にめれた锡前こ担しがり、水をあるれをせたり、 
では使用しないでください。 本体を丸洗いしたりしなし、でくださし、。 

乂災，変形，故障の原因にな0ます。 また、底部がみれたまま、本巧を逆さまにしない 

でください。 

感電•シヨート，誤作動や故障の原因にな0ます。 

















































各部のなまえとはた 5 き 


光節電ランプ- 

扇な中は，な盈おに暖くなると自が的に 
な邁攝度を目0むに巧 D 換える。 

保温設定キー 

转ずごとに 85 t ‘窝磊に切〇換むる。 


保温ランプ 

湯漏び設定温おにな 
るまで点媒、設定溫 
度になると点灯。 

カルキ抜き 
沸とラランプ 


カルキ抜き•沸とラキー 

•煮满かし中に辩すとカルキ摄き（かレキ祐き- 
巧とうランフ点涵)になる a 
♦な摧中に巧すと再訊とう{カルキ巧き-沸とう 
ランフ点丹)にな0、をう一厘巧ずとカルキ抜 
き（方ルキ废き*满とラランプ扁お)になる。 



光節電キー 

參拌ずとが無ちランプが点灯し、保適中に蹈< なると目動 
的に傳盧遍霞を B 日でに切り換えて骄爾ずる。明るくなる 
と煮溫によ D 谓わかしまたは探温になる。 

♦ザ節霉ランブ扁巧中に巧すと、光節ちランフび消0し、 
光節霉を存 It する。 

出るランプ点打かはおび化だる。 


出湯ボタン 


A 警告 


0 


本がは傾けない 
出るランプび消灯 
していて出須はで 
さなくてち、本体 
を倒した0、傾け 
た D すると注ぎ □ 
や蒸気□から疆び 
流れだしてやけど 
の原因 


明るさセンサー受光部 


光節耍機能は、保安球程度の照明で勘作 
ずるよラ調整してありまず。 


ロック-解除キー 

♦1 回碑ずと安を□ックが解除され、おるランフが 
点灯し、出愚ボタンを巧すと湯が出せる。 

♦ホるランプ点口中に巧すと出るランプがお巧し、 
湯び出せな < なる。 


4 



ふた閒閱レ A " 


湯口 


下に*大 3 cm 伸ばだます 


マグネットプラグ 


•回お台 

辟ぎ□が 3 郎度回 6 、 
] -ドを-«に回り rr 


プラグ 


■ふたの扱いかた 


闊けかた-閱めかた 



ふた關蘭レパーに指を 
かけて、持ち上げて開 
けます。 

賴めるときは、ふたを 
辞かに閉じ、「カチッ」 
と音びするまでふたの 
先端部を押しまず。 


はずしかた-取0巧けかた 



ふた着脱レバー 


な V たを開けて、 「ふた是脫 レバー J 
を巧しなが S ふたを上に弓 I き抜 
いてはずします。 

取0付けると S は、はずすとさ 
の逆の手順でおこないます。 

巧さなどがなく、確実に装着さ 
れているごとを確認してくださ 
い。 


■湯口の扱いかた 

このジャーポットは、をぐ器のおがや大ささに合わせて湯口を止でに謂節でさます。 
背の低い器などに注ぐときは、湯□をがばせば湯の飛び散0ががなくなります。 


《伸ばしかた> 

湯口のタイでルをち方向 
に園します。 


ダイヤル 



《縮めかた》 


湯□のダイヤルをちち巧 
に回しまず。 



A 警告 


出磊中は湯口を伸ばし 
た0おめたりしない 

万一湯びおた場合、 
やけどの原因 


0 








































































































使いかた (湯を满かす) 


7 水を入れ 
ふたを閉める 



巧めるときはぶすこを静かに閒じ、 
r 为チッ」と音びするまでふたの巧 
嫌部を押す。 


♦巧□から直接お水しないでください。 
あふれごせた巧合に感巧やシヨート 
の原因になります。 


•ふたは確実に閉めてください。 
ふたび蘭いでいると、蒸気びをれ 
たり、'為びあふれ出したりして、 
やけどやけがの原因にな D ます。 


2 プラグを差し込む 



①マグネットプラグを本体に ③プラグをコンセントに差し 

お統する をむ 



湯沸かしスタート 


自動的に满と5 


保温 



(1^ とうして保溫こ^)^:^ 

なるずでちが 


なるまで点滅 r 1ル 

温になると点が\ 


沸とうずる 
、まで点の 


♦湯沸かし中に通蛮び途の打ると、巧通逗時の湯温によ D 保溫に切 
〇換むることびあります。この場合には巧沸と5キーを巧すと湯 
沸かしに入0ます。 

•本体を回転させるとさ、コードげ善迂つかないよラにして<ださ 
し、。マグネットプラグびがれに場貪は、差し込み直してください。 


おとラするまでの時曲の目を（水温、室温20で、満麗の場舎） 
JP-W42F お:巧31分 • JP，W32F お:巧 S4 分. JP-W24F お:約18が 

巧混遍巧偏混投定時）： 96〜如で 

《室温、その他の影響で沸とう爲間や蒸気の出ている時聞、 

_巧還温度び変わりまず。_^ 


参慕满かしや-沸とう中はふたを開けないで<ださい。 
森気:がおるのでやけどの原因にな0まず。 


♦湯沸かし中-沸とう中は漏ををびないでください。 
慕が群び散りやけどの原团こなりまず。 


♦お温ずるときはコードをはずさないでください。はずすと保温で 
さません。 


巧めてお使いになるときや、しば5く保管されていたときは一度巧を沸かし、おをまぎ出し、残り巧も法てる。 


3 湯□の下に容器を置き、湯を注ぐ4使用猫ま… 



扁灯中はお磊 
でさます- 


1- □ック•巧除キーを巧ず 

時出るランブび点灯する 


2.出巧ポタンを巧ず 


或をざ巧わった6 
ロック•解除キーを押ず 

峰おるランプび消なずる 


コードとみたをはずしてか5 



^本体の友を方(フラグ、 
受け口のない測)から 
残0湯を捨てる。 


A ンドルを 
t 押ごえる j 


♦出るランプび消えているときや、コードげはずれているときは湯 •残0漏をそのままにしておくと. 
が注げまだん。 水あかやにおいがつさやすくな D 

♦□ック，解除キーを巧し忘れてを、出磊を30秒たつと旨動的に 
おを□ックがかか0、泣!るランプび消えます。 


沸とラ直後、おび出にく<なったり、出ない場合がありまず。これ 
はポンフ巧に気泡が発生し、おにくくなるをのでず。この場合は3 
分ほどお待ちください。気泡の発ちが少なくなりおやずくなりまず。 


•コードやみたをつけたまま残〇氣 
を捨てないでくだをい。愈霉がシ 
ヨートしたり、ををはさんだ0し 
てけびの原因にな0ます。 


♦おの麗ががないときは、おの巧ぴ散りに注慧しておおしてくださ 
い。やけどの鼠因にな0まず。 


♦残0濕を繪てるとをは、須□や澡 
作部、フ亏グ受け□側か6は捨て 
ないで< ださい。やけどや故两、 
巧巧の原図にな D ます。 















































































使いかた (再满とう•カルキ巧を•厮宜湿度切0換え•光節電•その他) 


再沸とラ 

保温中の湯を再度沸とうさせたいとさ 


保温ランプ点む中に再沸とラキーを押ず 



薦沸かし中の 
表の(しなる 


カルキ巧さ 


沸とう時間を長く(約3分間)し、カルキ臭を減6し 
たいとさ 

蕩沸かし中に再沸とうキーを押ず 



カルキ巧さ 


び爲滅 


■こんなとをにち巧巧とラキーを巧してください 

♦給水量びがなく、竊沸かしに切0換わらないとき 

♦湯沸かしの途中でコードを差し替えて保温に巧り換わつてしまつたとを 


お湯び少ない状態で（水*表示びなくなっに場合、または化需ボタンを巧してをお湯が化なくなった場合)、 
再沸とうキーを巧さないで<ださい。空败きとなり、故障やフッ素コートを傷める原因にな D ます。 


保温温度切り換え 



保温投定キーを巧して保温温度をお定ずる 

巧すごとに8己で‘高温に切0換わり、還んだ温度 
のランプが点滅ずる。 



設定溫度になると保證ランプび扁滅から点灯に変 
む D ます。 



水を入れてずぐ日 SC に設定しても、一度がとラ 
してか!5設定温度まで通度を下げます。 


沸とうしてから85たになるまでの所要時間の目を 
(満麗-室温20での場合） 


保邁設定 

JP - W 42 F 

JP - W 32 F 

JP - W 24 F 

目5む 

お2時間30分 

お2時間 1 D が 

1 

約1時間 K 3 お 


■こんなとさは 


保遍中に水をつぎ足し 
たときや、毎度設定逼 
をを切0換えたいとき 


保遍設定キーを巧して設 
定しなおして < ださい。 



湯沸かし中に設定遍 
度を切り換えたとき 

* 

為满かしを続け、沸とう 
を、徐々に設定温度まで 
下が D ます。 



保温温度設定を取り 

A 

沸とうキーを巧すと满とラ 

ミ肖ずとさ 


に戻り、高溫で保温しまず。 


光§6電（おやずみになる前などにセツトしておくと、電気の節約になります。） 


夜など、自動的に節逗保温(約60で)に切り換えたいとき 


保温中に光節電キーを押ず 



参解髓するとさは、をラー度光節霉キーを巧ず。 

•罵沸かし中に光節電キーを巧したときは、沸とラを保温に切り換わ 
つてから光節電機能が働き始めます。 


明るさセンサー 
び光を検巧 


晴< なると 


明る<なると 

約4分間明るい 
が態び続< と、 

暗<なる前の保 、 

混ランプが点が 
し、湯满かしに設定遍度 
なる。 になると 



巧5秒間晴いが 
废が続くと、光 
節霉ランフだけ 
点巧して節驾お 
遍（約60で）に 
なる。 


階< なると 


眶<なる前に設定 
された保適溫度に 
なると、保温ラン 
ブと光節軍ランプ 
び点巧し、設定ご 
む r こ漏度で保温す 
る。 


湯がなくなった b 

•水■び給水目盛りに近づいた6 I 
•空が!をヴインが出た5 I 
♦切り忘れ自動日 FF サインび出た5 ■ 


給水ずる（自動的に满とうしまず) 

給水して再沸と5キーを巧ず 
水を取り替えて巧沸とうキーを巧ず 


•為を使い切った5、いつにんコードをはずしてか5給水してくだをし、 




過熱防止のため 
ヒーターへの通 
P 電停止 


■切り惹れ自動 OFF サイン 

-約72時間保遍し続け、途中1度ち湯 
沸かしびなく、巧の操作ちごれなか 
つたとさ 



過熱防止のため 
し^ヒーターへの 通 
電停止 


ン 

V 

ヴ 

を 

巧 

空 


きを今又 
と-^ 
たキふ 
しラ 
をと 
し沸 
か再 
寺沸で 
と氣態 
たまが 

れまい a 磊 
忘いなをな熱 
れな少と少に 
入がげたが時 
を湯湯し湯水 
水おお巧お給 


|け 

たと 

巧に 
た W 






























































































お手入れ 


■お手入れずるとさは 

♦コードをはずし、满をおて、本体が冷めてか5おこなつて<ださい。 
♦シンナ ー 、ベンジン、みびさ粉、たわしなどは巧わないで<ださい。 
♦食器を巧器に入れて乾燥しないで < ださい。 



■巧容器 

水に巧したスポンジなどで洗い、水ですずぐ。 

•フッ亲コートを施していてを長時間お手入れをしない場食、水アカなどがこび D ついて巧のび落ち 
に< くな0ます。 

♦クレンヴーやたわし類は使わないで<ださい。フッ素コートが爾み、巧れび落ちに<<な0ます。 
•洗剤は巧わないで<ださい。洗剤成分が残 D 、 み寺こぼれて盾険です。 


を色および白い浮遊物について 


•似下のよラな巧毎や白い浮遊物は、かに含まれる成分の作用によるちので、巧容器目化の巧をや腐食、 
フッ巧コートのはがれではなく、有害ではお0ません。 

■ I 赤さびげのはん点（を5いさび） 

水中の鉄分が酸化しにをのです。畴スポンジなどで洗い覆とす。 

■乳白を-黒色，な色などのを色および白い浮遊物 

水中の S ネラル分などによるをのです。時ジャーポット洗浄用クエン殺で窓とす。 

ミネラルウォーターやイオン整水器の水はミネラル巧びをく、変色や汚れ、白い浮遊物び出やすくなりまず。 


ジャーポット洗を巧クエン致の废いかた 
①滿水目盛0まで水を入れる。 
d ) ジャーポット洗浄巧クエン酵を JP - W 2 4 F 
は 1包 (40 g )* JP ‘ W 32 F , JP ， W 42 F は2 
包 旧 Og ) を内容器に入れる。 

@湯を滿かし、巧1〜2時間な温する。 

@湯を捨て、ミちれをスポンジなどで說い落と 
し、ぶくすすぐ。 

(!) ジトーポットな浮用クてン酸のにおい、なな 
どをとるにめ、再び漏を沸かして捨てる。 


♦巧むが落ちにくい場合は*繰 D 返しジャーポット洗澤用クエン酸でお 
を入れしでください0 

■ ジャーボット谦を吊クエン酸は、日立家を品の取扱店でお求めになれまず 
♦ ジでーポット荒を用クエン勘ん食品添施窃につき食晶«$上海害でず， 
♦ 市販のジャーポット専用の洗浮剤を使用した場含 、 mm 
び残っているとみきこぼのることびありますので、ごま意く 

じ L ん （佩格は、2004¢1月現を） 


商品を 

商品番ち 

巧望小売極巧 

ジャーポット洗浄用クエン苗 
(が3呂 X 4 包入り） 

JP - G 24 A 

¥578(觀込） 
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■フイルター （消耗部品） 

巧0はずしでブラシで洗ラ。 

♦ブラシで 洗って ち水あかび取むな< なった 5取0 
替えて < ださい。 

水あかび巧唐しますと、お窺のおび悪<な0まず。 
こまめにお手入むしてください。 


巧容器底部 



フイルタ- 


引を抜く 



取0巧けはしっか 
0押し込む 


巧容器原の覆の出 □ _ J 


/ 

■ふたパッキン（消耗部品） 

柔軟巧がなくなったり、亀裂などでふたのずき間から蒸気がちむたらおり替えて<ださい。 



フィルター、ふたパッキンは消韩部品でず 

巧れ和傷みびひど< なつたら、お質い上げの飯売店で、型 
式名にあった部品をお求めにな0、取〇餐えで<ださい。 

(時1目べージ） 


■長期間使用しないときは ^ 

巧容器のミちれを水に浸したスポンジで落とす。 

水をずずざ、乾いた巧でふいたあと自然乾燥させる。 

V_ J 


P 分失しないように 
わット化置をまち 
がえないように。 


I - ふたカバー 


f 本体-ふた 

よく絞つたふさんでふく。 


ふたパツキン B 


ふたカパーにくっついて1 
いることらお0ます。 

巧•滴®鑽を合わせる 。 J 


取り替えかた 

1 ふたをはずす。 

客ねじを3本はずし、 
ふにカバーをはずず。 
0：ふにパッキン A ‘ B を 
取 D 錢无る。 


ふたパッキン A 

〇 X 


ボール 


^ ごを意とお願い 

■長時間お手入れをしないで使用ずると、巧容器に水アカや白い浮遊物がこびりついて、お手入れを 
ずる場含に手指を傷つけることがあ0まずので、あ5かじめ「ジャーポット洗淨用クエン酸」で水 
アカなどを除去してか5お手入れしてください。 

^ ■「ジャーポット洗淨用クエン酸」でのお手入れは、1〜3ヶ月に1回巧ってくださし、。 



























































r 故障かな？ j と思った 5 (次の点をお調べください) 


厂 こんなとをは 

原因 

なおしかた 1 

湯が沸かない 

•コードがはずれている 

接続ずる 

•マグネットプラグの巧端に鉄片やご 
みが付惹している 

プラグを抜いてから取り 
除< 

湯び出ない 
湯び出に < い 

♦残り湯が少なくなつている 

給水ずる 呼 9 ページ 

参コードびはずれている 

接続ずる 

•マグネットプラグの先端に鉄片やご 
みげ付着している 

プラグを巧いてか5取り 
陈< 

♦自動安を□ジクになつていることが 
おる 

□ック•解除キーを押す 
今 7 ぺージ 

•沸とラ直後に出湯した 

3 分ほど待つ 時 7 ぺージ 

♦フィルターが目詰ま 0 している 

そラじする 今 10 ぺージ 

節巧な温(約60む） 
にな5ない 

節猩保遍(約 son ) 

が解おされない 

節巧保温(約60で） 

と解徐を繰り返す 

•湯沸かし中である 

沸とラ後保温になってか 

5 切り換わる 

光節電機能は保安球程度の照明で 
動するよラ調整してありまず 
♦物陰等の暗い場所、巧に日が当たる 
場所、明るさが頻繁に変化する場所 
などでは、動作びを定しないことが 
あ0まず 

ジャーポットの！！を場所 
や向さを変えてみる 

•明るさセンヴー受光部の上にものが 
のせ 5 れている 

のせているちのを取り除く 

♦明るさセンサー受光部び巧れている 

受光部の巧れを拭き取る 

湯が自然に出る 

♦水を満水目盛 om 上入れた 

満水目盛りまで減5ず 

湯に白い浮遊物び 
浮く 

•かの成分ネラル分）によるもの 
で巧客器の腐食やフッ素コートのは 
がれではあ0ません 

巧容器をお手入れずる 
■♦のページ 

カルキ臭やカビ莫 
などが残る 

♦水道水中に會まれる消毒用塩素の星 
により残ることがある 

カルキ抜き併用 

今 8 ぺージ 

•巧客器び巧れている 

巧容器をお手入れする 
呼 10 ページ 

沸とララ 
ンブと高 
遍ランプ 
び交互に 
点巧して 
^る 

早い点滅 
(約 D.2 秒間隔） 

•イ呆温を 72 時間似 上 続けた 
(切り忘れ自動 OFF の機能が働いた） 

「再满とラ」キーを巧す 
今 8 ぺージ 

遅い点滅 
(約 1 砂間煩） 

•給水のとを、熱湯を入れた 
(空炊き防止の機能が働いた） 

「再沸とラ」キーを押ず 
■►目ページ 

•獲り湯がない、水を入れ忘れて空炊 
さした 

氷を入れ,「再沸とラ J キー 
を押す ■♦s ぺージ y 


■ちページにがってお調べいただき、そむでち直5ないとさや，その他 r おかしい？」とおラことがあった 
ら、一度マグネットフラグをはずし己秒政上おいてから再け接続し、お作し直してくだごい。 

■万一、出おポタンを巧していないのに出巧したときや、出お巧作をやめても巧が出巧けたときは、ずぐに 
フラグを巧いてご使馬をおやめください。 

♦政上の点をお讚べいただき、その上でご不蛋の点びあ0ましたら、お貝い J ： ばの販売店などにこネ呂談く 
ださし、。 


プラスチック部品について 

長年のご使巧で、プラスチック部蟲が傷んでいることがあ0ます。 
お買い上げの販売居にご相談<ださい。 


こんな場をは故障ではありません/ 

♦使い初めはゴムやプラスチックのにおいびすることがありまずび、使用ととらにかな 
くなりまずので、そのままお使いくださし、。 

* ふたを閉めるとき音がずる。これはふたの中に入つているポールの音でず。異巧では 
あ0ません。 

* 湯满かし、イ呆遍中は湯沸かし音がしまずが、異常ではありません。 


停電またはコードをはずした後、再通電した場を 


巧逗、またはコードをはずした0して通巧が括止された後、再通里させたとき、再通巧時の湯温により、 
そのをの動作が変わ0ます。 


再通巧時の湯温 

再通涅をの動作 

70で未滿 

湯沸かし 

70で挡上9びじ未滿 

85む保温 

9日た臥上 

な旧巧ご白 
巧皿1木/皿 








































♦轄定お域（高山•覆寒地など）においては、所定の巧能が確保できないことびありまずのでごまちください。 


お ち 

JP - W 42 F 

JP - W 32 F 

JP - W 24 F 1 

巧 顆 

交流 1 日 0 V 

消ち 
巧力 

巧沸かし時 

905 W 

のお K 

巧温巧届 

45 W 

40 W 

36 W 


節* 85 で 

38 W 

34 W 

31 W 

定 巧容屋 

4.2 L 

3,2 し 

2.4 L 

コードの長さ 

1 ‘4 m 

大きさ 
パンドルを 
卸したが腺 

m 

22.5 cm 1 

1 22, 己 cm 

22.5 cm 

舆巧 

30, 日 cm 

30.5 cm 

30.5 cm 

高さ 

31 .3 cm 

27.4 cm 

24,3 cm 

質 ■(霊さ） 

約 2,4 k 呂 ! 

I 約 2.2 k 昼 

約 2.1 kg 

, 巧動ボンブ期 W 力/を輯時ほ 

2 VV /2 分 ‘ 


※巧溫時の消費霉力は平均が温時消費電力でず。（室温20で、お通の安定時) 


上手な使いかた 


8己で保遍を利用ずると、島溫保温より節電にな0まず。 

しば5くお湯を使わないときは8目 1 C で保温し、必要になつたときに巧满とラしてお使い 
になることをおすすめしまず。 


8日 TC に設定したとき、再沸とうまでの所要時間の目安（滿呈室温20での場合) 


イ呆遍設定 

JP - W 42 F 

JP - W 32 F 

JP - W 24 F 

85 で 

約 7 分 

約日分 

約4分 


光節逗を利用した場合、暗くなると自動のに60た保温に切り換わるため、高温保温より 
節電になりまず。また、巧る<なると自動的に暗くなる前の保温逼度に房0ます。 

夜中などお湯をあまり使わないときは、光節電を利用ずることをおすずめします。 


暗くなってか5約60でになるまでの特簡 備量 •室遍2日での場含) 


保温設定 

JP - W 42 F 

JP - W 32 F 

JP - W 24 F 

g ご曰 
巧 /血 

約7時間50が 

約6時間30分 

約5時間4□分 

的で 

約5時間20分 

約4時間30分 

約4時間 


明るくなってか5各設定の保温温度なるまでの時間 

(明るさ t ンヴーの動作時間（約4分）含む•焉重•窒邁20むの塌含) 


保温設定 

JP - W 42 F 

JP - W 32 F 

JP - W 24 F 

高溫 

約17分 

約14分 

約12分 

85で 

約13分 

約11分 

約目分 
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保証とアフタ—ヴ—ビス ( 必ずぉ読みください } 


■保謎書（裏表紙についています） 

保証書は、必ず「お買い上げ曰-販売店名」な 
どの記入をお確かめの 5 え、賊売店から受け取 
つていにださ的容をよ<お読みのを大切にな管 
してください。 

♦保証期間はお買い上げの曰か51年です。 

■補修用性能部品の保有期間 

ジでーポットの補修用性能部品の保有期轉は、 
製造巧切後 5 年です。 

♦補修用性能部語とは、その商品の機能を維持 
するために赖要な部品でず。 

■ご不明な点や修理に関ずるご相談は 
修理に関するごネ目談並びにご不明な点は、お買 
し化ばの販売店または最寄りの「曰な家 免 品の 
ご巧談窓□一ち表」（別添)のご相談窓□にお問 
し、合わせ < ださい。 

■ご転居されるとをは 

ご癌居にぶ0お買い上げの販売店のアフターヴ 
—ビスを受け5れなくなる場合は、前をつて販 
売店にご相談<ださい。ご掠居先での日立家霉 
請の取扱店を紹かさせていただきまず。 


■修理を依頼されるときは!持 这修理 I 

にページにがって調べていただき、なお異常の 
あるとさは、運乾を中止し、お買い上げの販売 
店に優理をご依賴ください。 

♦お証期間中は 

修理に際しましては保誕書をご擾示<ださい。 
保話窒の規定にしたびって販売店び修理させ 
ていたださまず。 

♦保謡期間び過ぎているとさは 
修理すれば使用できる場含には、ごお望によ 
0修理さはていたださます。 


■修理料金の仕組み 
修理料を=技術料+部品げです。 


樹15特 

を巧した装晶を正巧に偿憑ずるための巧益です。 

巧胃の入件費、巧确巧胃長、測定覆器等設摘脅、 
一胺管理 R などびさまれていまず。 

部品 巧 

俊種に读巧した或品巧をでず。そめ他修理に巧帯 
する節 W などを含む場合をお 0 ます。 


■消耗部品について 

似下の部品は消耗部品です。巧れや傷みがひど 
くなったときは、お貿い上げの販売店で、下記 
の部品番号のをのをお求めにな0、交換して< 
だごし、。 ぶ师巧は吕〇日4年1月現を 


部品名 

部為番号 

巧望か壳価格1 

みたパツキン 

imvrjkm )： 

JP-S3 呂 F 012 

¥735 (税込） 

フイルター 

JP-N32F 002 

¥邑2曰(税込） 


愛情点検 


長年ご使用のジャーボジトの扁検を-* 

•ジャーポジトの巧巧巧性能部品の巧 
巧明旧は.巧を巧切後日巧です。 

の 


こんな症氏はあ 0 ませんか 


お ■ い 

1 

•ブラグやコードが 興 »にが < なる。 

•コードに麵がついていた0、みれると巧■した0しなかった 

0ずる • 

•巧おび化巧け、な巧ランプに切0巧ねろない。 

参その化の巧巧，巧 W がおる。 

► 

1 

細や mm 止のため 、コンセントか5プラグ 
を巧さ® t 届にご里巧くださ tA 
就 t • 俄について! Iffir よとおしいこと15^ 
巧にご柏の（ださしん 


#株式会社日立ホームテック #日立ホーム&ライフソリユーシヨン株式会社 


干…日-841日巧巧郡遵区西新が2—1日-に逗語の 3)3 日日 2 — 21り 
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日立 


マイコン 


沸とうジャーポット保詔書 I 持込修刊ミ 


化化期岡内に取 t 歧说 W お、本かラベルをの化愈巧^きにしたがって出常な性川が態で使け1してぃて故巧 
したみたじは、本巧祀化的容じもとづきおなぃ1:げの赔施巧が無巧修巧!.ぃたします。 

お n ぃ h げの n からド紀の期間巧に化驗したみをは、商品と本誰をおがらぃただき、お u ぃいデの化 
ぶがじ巧邱をごが梢くださぃなお、がぶ■をお in [ぃ k げの化ぶ跑（ I を巧中出先> やメーカ ー A ^ ぶけした 
媒たの送巧がはおががの持を!となります。 


•》 

型 

を 


緣お两い上げ曰 

保班期間 

平成 が り n 

本体： 1 年 

幾 

お 

蠢 

ご化が 

ごぶお 

T 様 

m 

巧 

巧 

化 が 

，お お 

龍 


幾が欄にお人のなぃみたはお幼となりますからがずご碰越くどきぃ。 

1 . がよ正期けけ内でもぶのような場なじはも巧«巧!となります。 

(イ mm との紙り、または改遊やが当なお判りこよる喊降または相昭。 

{〇)お10：ぃ上げ橡のあ下、引っ經し.輪送聲じよる故陳または姐憤。 

い、)火お、地裳、水巧、がが、その他のだ化地を、を‘がや故常が圧によるめ换またはが嫉。 

(二いい:脚、船斯じとう巧して im きれた台に屯じたが巧または拟が。 

(ホ)を巧邮こ使リ I されて化じたお除または掛化。 

<へ1本巧のご化,1ミがなぃ場た。 

(卜)本巧におなぃ h けが巧 n . おが株お、脱売的ちのお入のなぃみなあるぃは卞かを巧き巧えられた 
雌た。 

1、 この饰が，につぃで出酪お巧をごが臂のみなには、山化におする类巧をみしをけまず e 

3. ごおがの^^たはが前じお巧ぃ k げのぶ如 E 巧にご相!深くださぃ。 

4. 倘巧ん V す’で本巧にお入してあるお r い、上げの販ぶ化に修谓をごががじなれなぃ墙むじは、 
H をぶ1 だん ■, ご片 I 说绝 n -をあをごなのうえ、おぶくの窓! J じご談くださぃ。 

旨.本がは巧発すすぃたしませんのでが失しなぃよう人なパこががしてくださぃ。 

6 . 本がは【1本闲 I かこおぃてのみか幼です。 E びむ ctive w か in Japan . 

•このが祉巧は本巧に W ホした期問、策 f 中のもとにおぃてち tt 時巧をお脚おするものです。 

したがってこの保が:ぶじよっておががの法がと.の橋利を刺化するものではあ0ませんので，保姐期 
リけが进後の巧巧!巧じつぃてごイ川!の端なは、お in [ぃ上げの化•荒柏’または U ぶ家電なごお I 絲お I I --を 
をのあ n におけ!)ぃなわせくださぃ。 

•が！法期問辉巧後の巧神、補巧; H 性能ちお品のおか期問じついて詳しくは、取お説明萬をご杞ください。 

修理メモ 
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0日立ホーム&ライフソリューション株式舍社 

〒10自-日410栗京都港区西巧攝 2-1 旨- 1 S 窜話 (03)3502 »21 II 
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NH 212060 -03 9808 (DC ‘ を)5 



























